
昭和48年度本館利用状況について

　本館では，毎年度1年間σ）利用状況を目計

・月計・年計にまとめている。利用統計の種

類は利用者別，分類別，種別（指定図書・貴

重図書など）の3種類で，それぞれを利用区

分（閲覧と貸出）と配架区分（開架と庫内）

とに区分している。今ここに掲載するもσ）は，

（1）利用者別く表1＞，（2）分類別く表2＞，o）

2種類と，開架図書の利用についての利用者

別と主題別利用状況を集計比較したr開架図

書利用比（冊数）」＜図1＞である。これは

昭和48年10月～12月の3ヵ月間だけを抽出

して行なったもグ）である。

　昭和48年度σ）総利用数は，昭和47年度に

比べて約20％減（15．787冊，9．925人）で

あった。減数の内訳は，冊数は開架図書が

16，128冊，庫内図書（貸出）が969で，合計

17，097冊となっている。庫内図書の閲覧は

わずかながら（1，310冊）増である。人員で

は，開架図書（閲覧α）み）が9，691人と大き

く下回っているほか，庫内図書でも閲覧24

人，貸出210人といずれも減っており，合計

9，925人であった。そσ）原因はいろいろ考え

られるが，特にはっきりしているのは，昭和

48年5月8日を境にして，教養部学生び）開架

図書グ）利用がそれ以前と比べて30％前後グ）

減少となっていることである。こグ）現象は年
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴史と推測される。教養部学生σ）1年間の
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3月471人と最下位を示しているび）は　　　　　　雑誌（7．6）

休暇に入ったためである。特に3月だ

けについてみると，前年度び）3月は

2，042人であった。それに対して48

年度が少なかったのは，2月20日で

試験が終り，翌日から春季休業となっ
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たためである。そび）ほかの本館第一閲

覧室び）天井補修工事び）ため，やむを得ず48

日間休館（48年7月から9月5目まで）せ

ざるを得なかったこともその理由と考えられる。

　昭和48年度の総利用数は，前年度（47

年度）が史上最高であったため，その差が気

になるが，過去8年間の年平均81，340冊，

44，396人からみれば大体平均値に近い利用数

といえよう。統計表σ）なかで貸出欄にr開架」

σ）項目がないび）は，開架図書は現在，貸出を

実施していないためである。表σ）なかで，学

8工学・芸術

　（27）

部学生は教養課程と専門課程に分け，後者は

部局別に集計している。　r職員」には，教官

だけでなく事務系職員なども含んでいる。

　分類別利用状況く表2＞では，和・洋の分

類表が異なるため別統計となっているが，洋

書が極端に少ないσ）は，本館では，洋書は語

学辞書・参考図書以外はほとんど購入してい

ないこと，そのためσ）開架図書は和書だけで

あり，開架図書の洋書48冊σ）利用は語学辞

書である。利用の内訳は，開架図書は（1）2

門35．8％，（2）6門30．2％，（3）3門6・8％
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（いずれも冊数比）であるがこれはく表1＞

び）百分比でも解るように，法学部学生，工学

部学生び）利用が多いためであり，＜図1＞と

も同一の内容である。庫内図書は，閲覧・貸

出ともに4門が第1位で25％を上回ってい

る。閲覧では10門18，5％（雑誌はここに含

む），貸出では5門17．4％が第2位である

（閲覧では5門は第3位18．1％）。配架冊数

をみると16，066冊のうち，2門20．7％，6

門19．4％（49年3月末）と計41．1％も占め

る蔵書構成であること，また，庫内図書び）蔵

書構成が4門18％，5門14％（いずれも推

定）で，2部門だけで30％を超えているこ

となどからみて，当然の結果ながら構書構成

と利用とが密接な関係にあることが窺える。

　＜図1〉び），開架図書の利用比では法学部

＜図1－1＞と、L学部く図1－3＞σ）専門課程

では，専攻領域び）主題が50％前後を占め，

それ以外び）領域の大部分が5％以下という利

用差となっている。法学部でr雑誌」が23弘

も占めているび）は，開架図書には法学関係び）

雑誌び）バックナンバーを配架（他び）雑誌は新

着号のみ配架）しているためで々）る。これに

対して，教養課程び）学生の利用く図1－2〉

は6門が比較的利用が多いだけで，他は平均

した利用率を示していることは，教養課程と

専門課程σ）利用する図、恥）違いをはっきりさ

せている。本館では，利用者別と分類別統計

を切り離した統計表となっているため，前に

魂）述べたとおりく図1＞は今回だけσ）抽出調

査によって！）かめた唾）ので，こんごは利用統

計表を検討する必要力滅）ろう。

学術雑誌総合目録自然科学欧文編

　　　　　1975年版刊行の準備すすむ

　全国0）大学や主要研究機関等が所蔵する自

然科学系σ）欧文雑誌を網羅する総合目録が，

文部省監修，（財〉国際医学情報センター編集，

（株）紀伊国屋書店び）製作によって，来年3

月に刊行される予定である。こび）種の目録と

しては，すでに1966年版があるが，約10

年ぶりの企画である。年毎に著しく増大して

ゆく学術雑誌び）所蔵目録を，これまでσ）よう

に，手作業で作成していては，出来上るまで

に何年もび）歳月を必要とし，内容の新鮮さが

全く失われてしまう。このようなことをなく

するために，今回は画期的な試みとして，電

子計算機による編集・製作という方式がとら

れる。こうすることによって，作業の迅速化

・合理化を計ると同時に，将来の発展にそな

えて基礎！づくりをするという意図もある。今

年始めから，編集担当機関による予備版の作

成，各所蔵機関からび）データ提出についで，

編集，製作と進み，今年度中に刊行を済ませ

るという計画である．なお将来は，今回磁気

テープの形で保存されるデータ・ベースを基

礎に，各館からび）追加的データ提出に基づき，

1年ごとに補遺版を，4年ごとに改訂版を刊

行する予定であると聞く。

　7月末に本学にも所蔵データ提出び）依頼が

きている。約33，000タイトルを包含する予

備版（2分冊）と照合しながら，本学雑誌び）

所蔵事項をデータ記入用紙に転記して10月

末日までに提出するべく，洋書目録掛を中心

に作業をすすめている。　「京都大学欧文雑誌

総合目録自然科学編1972年版」に記載され

ている雑誌と，同目録作成以後，部局から報

告を受けた若干σ）変更分をあわせて約9，000

タイトル，20，000件を報告することにした。

何分ぼう大な量であるうえに，所蔵巻号等び）

正確を期するために，再調査を要するものに
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